
改
革
、
研
究
者
支
援
人
材
と
し
て
の
U
R
A

の
増
強
や
実
力
の
あ
る
研
究
員
の
招
聘
、
国

際
共
同
研
究
の
推
進
、
産
業
界
と
の
大
型
連

携
の
強
化
な
ど
に
取
り
組
み
、
研
究
活
動
の

一
層
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
。
特
に
物
理
学
、

基
礎
生
命
科
学
分
野
に
お
い
て
は
そ
の
強
み

を
伸
ば
し
て
世
界
で
量
（
論
文
数
）、
質
（
相

対
被
引
用
度
）
と
も
に
存
在
感
を
示
し
、
日

本
の
研
究
活
動
の
牽
引
大
学
に
な
る
こ
と
を

目
指
す
。
そ
し
て
、
そ
の
成
果
を
全
学
的
に

波
及
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
岡
山
大
学
全
体

の
研
究
力
を
向
上
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
た

い
と
考
え
る
。

︱�

〝
リ
サ
ー
チ
・
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
：
岡
山
大

学
〟
の
実
現
に
向
け
て
。

　

岡
山
大
学
に
は
磨
け
ば
光
る
〝
宝
石
〟
が

数
多
く
あ
り
、
今
後
の
伸
び
が
大
い
に
期
待

で
き
る
。
幸
い
に
も
岡
山
大
学
はSPring-8

、

X
線
自
由
電
子
レ
ー
ザ
ー
施
設
S
A
C
L
A
、

ス
パ
コ
ン
「
京
」
な
ど
国
家
基
幹
技
術
の
施
設

に
近
く
、
そ
の
分
野
の
研
究
も
行
わ
れ
て
お

り
、
そ
れ
を
生
か
さ
な
い
手
は
な
い
。
同
事
業

を
は
じ
め
、
今
年
４
月
に
は
岡
山
大
学
病
院

が
厚
生
労
働
省
の
「
臨
床
研
究
中
核
病
院
整

備
事
業
」
に
、
10
月
に
は
岡
山
大
学
の
ア
ド

バ
ン
ス
ド
ナ
ノ
カ
ー
ボ
ン
複
合
構
造
材
料
研

究
開
発
セ
ン
タ
ー
が
文
部
科
学
省
の
「
革
新

的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
プ
ロ
グ
ラ
ム
（CO

I 
ST

REA
M

）」
に
採
択
さ
れ
た
。
こ
の
３
つ
す

べ
て
に
選
定
さ
れ
た
大
学
は
全
国
で
７
大
学

（
厳
密
に
は
８
大
学
）
だ
け
だ
。
と
て
も
誇
ら

し
い
こ
と
で
あ
り
、
研
究
力
強
化
の
〝
三
本
の

柱
〟
が
そ
ろ
っ
た
わ
け
で
、
研
究
大
学
強
化

促
進
事
業
で
は
基
礎
研
究
を
、
臨
床
研
究
中

核
病
院
整
備
事
業
で
は
研
究
に
よ
る
社
会
貢

献
を
、CO

I ST
REA

M

で
は
研
究
に
よ
る
産

学
官
連
携
を
そ
れ
ぞ
れ
強
化
し
て
い
き
た
い
。

文
部
科
学
省
の
「
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠

点
」
に
認
定
さ
れ
て
い
る
資
源
植
物
科
学
研

究
所
（
植
物
研
、
倉
敷
市
）、
地
球
物
質
科
学

研
究
セ
ン
タ
ー
（
地
球
研
、
鳥
取
県
三
朝
町
）

な
ど
大
学
附
属
の
研
究
所
、
研
究
セ
ン
タ
ー

の
研
究
実
績
も
研
究
力
改
革
を
推
進
す
る
う

え
で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
基
幹
的
総
合
大

学
に
お
け
る
研
究
の
多
様
性
を
保
ち
な
が
ら

も
強
み
の
研
究
領
域
を
伸
ば
し
つ
つ
、
社
会

に
影
響
力
の
あ
る
成
果
を
生
み
出
し
た
い
。
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部
科
学
省
の

「
研
究
大
学
強
化
促
進
事
業
」に
採
択
！

⃝ Research University : Okayama Univ.  ●

世
界
レ
ベ
ル
の
研
究
拠
点
た
る

リ
サ
ー
チ
・
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
岡
山
大
学
を
推
進

世
界
で
研
究
の
量
、質
と
も
に

存
在
感
を
示
す
大
学
に

岡
山
大
学
は
今
年
８
月
、
文
部
科
学
省
が
大
学
の
研
究
力
向
上
を
目
指
し
本

年
度
創
設
し
た
「
研
究
大
学
強
化
促
進
事
業
」
の
支
援
対
象
機
関
に
採
択
さ

れ
た
。
今
年
度
か
ら
10
年
間
に
わ
た
り
毎
年
２
億
円
の
助
成
を
受
け
、
大
学

全
体
の
研
究
環
境
整
備
に
取
り
組
む
。
山
本
進
一
・
研
究
担
当
理
事
に
採
択

に
至
っ
た
思
い
や
今
後
の
具
体
的
な
活
動
方
針
・
目
標
に
つ
い
て
聞
い
た
。

︱�

文
部
科
学
省
の
「
研
究
大
学
強
化
促
進
事

業
」
に
採
択
さ
れ
た
。
ど
う
と
ら
え
て
い

る
か
。

　

同
事
業
は
世
界
水
準
の
研
究
力
を
持
つ
大

学
・
機
関
を
強
化
す
る
こ
と
で
国
際
的
な
地
位

が
低
下
し
て
い
る
日
本
の
研
究
競
争
力
の
向

上
を
図
る
狙
い
で
、
支
援
対
象
に
22
の
大
学
・

機
関
（
17
国
立
大
学
、
２
私
立
大
学
、
３
研

究
機
関
）
が
採
択
さ
れ
た
。
岡
山
大
学
が
選

ば
れ
、
研
究
担
当
理
事
と
し
て
は
正
直
ほ
っ

と
し
て
い
る
。
中
四
国
地
方
で
は
岡
山
大
学

と
広
島
大
学
だ
け
で
あ
り
、
よ
り
研
究
に
重

点
を
置
く
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
文
部
科
学

省
に
認
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
あ
る
意
味

で
岡
山
大
学
の
研
究
ブ
ラ
ン
ド
が
確
立
さ
れ

た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
今
回
の
選
考
方
法
は

文
部
科
学
省
が
行
っ
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
競

争
的
資
金
制
度
に
お
け
る
そ
れ
と
は
異
な
り
、

誰
も
が
自
由
に
応
募
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、

科
学
研
究
費
等
の
資
金
獲
得
状
況
、
論
文
の

引
用
度
、
国
際
共
著
論
文
の
数
、
産
学
官
連

携
の
実
績
な
ど
の
あ
ら
か
じ
め
公
表
さ
れ
た

客
観
的
な
10
項
目
の
指
標
に
基
づ
き
各
大
学
・

機
関
が
選
ば
れ
、
申
請
書
類
の
提
出
、
ヒ
ア

リ
ン
グ
審
査
を
経
て
決
ま
っ
た
。
同
事
業
は
５

年
目
に
見
直
し
（
入
れ
替
え
）
の
あ
る
ス
テ
ー

ジ
ゲ
ー
ト
方
式
の
た
め
、
指
標
値
の
伸
び
に

よ
っ
て
は
支
援
額
が
増
え
る
可
能
性
も
、
逆
に

成
果
が
残
せ
な
け
れ
ば
落
と
さ
れ
る
可
能
性

も
あ
り
得
る
。
さ
ら
な
る
研
究
力
強
化
に
よ

り
、
国
際
的
学
術
成
果
の
提
示
が
で
き
る
真

の
意
味
で
の
〝
リ
サ
ー
チ
・
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
：

岡
山
大
学
〟
の
地
位
確
立
を
目
指
し
た
い
。

　
︱�

採
択
決
定
に
尽
力
し
た
U
R
A（
リ
サ
ー
チ・

ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
、U

niversity�
R
esearch�A

dm
inistrator

の
略
）

と
は
。

　

大
学
な
ど
に
お
い
て
研
究
者
と
と
も
に
研

究
活
動
の
企
画
や
研
究
成
果
の
活
用
促
進
な

ど
を
総
合
的
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
き
る
研
究

開
発
に
知
見
の
あ
る
人
材
の
こ
と
。
日
本
の

大
学
・
機
関
で
は
、
研
究
開
発
内
容
に
つ
い
て

一
定
の
理
解
を
有
し
つ
つ
研
究
資
金
の
調
達
・

管
理
、
知
財
の
管
理
・
活
用
な
ど
を
行
う
人

材
が
十
分
で
は
な
い
た
め
、
研
究
者
に
研
究

活
動
以
外
の
業
務
で
過
度
の
負
担
が
生
じ
て

い
る
状
況
に
あ
り
、
改
善
す
る
た
め
文
部
科

学
省
は
２
０
１
２
年
に
「
リ
サ
ー
チ
・
ア
ド
ミ

ニ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
（
U
R
A
）
を
育
成
・
確
保

す
る
シ
ス
テ
ム
の
整
備
」
を
始
め
た
。
U
R
A

の
運
用
は
そ
れ
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
が
、

岡
山
大
学
は
自
己
資
金
で
U
R
A
を
採
用
し
、

同
年
９
月
、〝
リ
サ
ー
チ
・
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
：

岡
山
大
学
〟
と
い
う
地
位
を
確
立
す
る
た
め

の
研
究
方
針
の
策
定
や
大
学
改
革
の
推
進
支

援
を
役
割
と
し
、
経
営
的
判
断
に
立
っ
て
行

動
す
る
「
戦
略
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
支
援
ユ
ニ
ッ
ト

（
U
R
A
）」
を
設
置
し
た
。
同
事
業
採
択
に

お
い
て
は
申
請
の
た
め
の
情
報
収
集
や
デ
ー

タ
解
析
、
申
請
書
作
成
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
対
応

な
ど
で
U
R
A
が
果
た
し
た
役
割
は
極
め
て

大
き
く
、
U
R
A
が
い
な
け
れ
ば
採
択
さ
れ
な

か
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

︱�

具
体
的
な
活
動
方
針
は
。

　

岡
山
大
学
が
世
界
に
お
い
て
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
大
学
と
な
る
た
め
に
は
、
現
在
の
岡
山

大
学
が
持
つ
強
み
を
生
か
す
こ
と
が
重
要
だ
。

す
で
に
実
績
が
あ
り
、
世
界
レ
ベ
ル
の
研
究

分
野
で
あ
る
物
理
学
と
基
礎
生
命
科
学
を
軸

と
し
、「
極
限
量
子
」「
超
伝
導
・
有
機
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
」「
生
体
光
変
換
シ
ス
テ
ム
」
の

３
つ
の
研
究
拠
点
を
フ
ロ
ン
ト
と
し
て
強
め

な
が
ら
、
新
設
す
る
研
究
特
区
「
グ
ロ
ー
バ

ル
最
先
端
異
分
野
融
合
研
究
機
構
（
G
研
究

機
構
）」
を
中
心
に
研
究
に
専
念
で
き
る
制
度


